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区
民
の

　

ペ
ー
ジ

ち
ゅ
う
お
う
11

キ
ロ
の
道
の
り
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
管
を
埋
め
込
ん

で
湯
を
流
し
、
再

度
沸
か
す
方
法
を

取
り
ま
し
た
。
こ

う
し
て
、
十
三
年

秋
に「
札
幌
温
泉
」

が
現
在
の
界
川
一

リ
ゾ
ー
ト
施
設
の
先
駆
け

札
幌
温
泉丁

目
に
完
成
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
温
泉
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
二
階
建
て
の
洋
館
風
の
豪
華

な
施
設
で
、
前
庭
に
は
、
噴
水
や

ヒ
グ
マ
の
お
り
な
ど
も
置
か
れ
、

入
浴
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

宿
泊
施
設
も
完
備
さ
れ
、
一
度
に

五
十
人
も
入
れ
る
浴
槽
が
二
つ
用

意
さ
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
時
の
札
幌
温
泉
ま
で

の
交
通
機
関
は
、
夏
は
バ
ス
、
冬

は
馬
ソ
リ
で
し
た
が
、
入
浴
客
を

増
や
し
、
分
譲
販
売
を
促
す
た
め
、

札
幌
温
泉
土
地
株
式
会
社
は
、
電

車
事
業
に
も
着
手
し
、
昭
和
三
年

　

札
幌
温
泉
が
誕
生
し
た
の
は
、

今
か
ら
お
よ
そ
八
十
年
前
の
こ
と
。

当
時
の
札
幌
は
市
制
を
施
行
し
た

ば
か
り
で
、
人
口
は
よ
う
や
く
十

三
万
人
に
達
す
る
こ
ろ
で
し
た
。

現
在
、
閑
静
な
住
宅
街
と
な
っ
て

い
る
界
川
・
双
子
山
地
区
も
、
農

耕
地
や
牧
場
な
ど
の
ど
か
な
風
景

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
大
正
十
一
年
に
な
る

と
、
界
川
・
双
子
山
地
区
で
も
大

規
模
な
宅
地
分
譲
が
始
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に
は
環
境
整

備
の
一
環
と
し
て
温
泉
施
設
の
建

設
も
計
画
さ
れ
た
の
で
す
。
温
泉

施
設
の
建
設
を
行
っ
た
の
は
、
宅

地
分
譲
も
手
掛
け
た
札
幌
温
泉
土

地
株
式
会
社
で
し
た
。
当
時
は
、

湯
脈
を
掘
り
当
て
る
技
術
が
発
達

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
同
社
は

定
山
渓
か
ら
界
川
ま
で
の
約
三
十

札
幌
温
泉
案
内
（
中
央
図
書
館
所
蔵
）

娯
楽
場
も
備
え
、
大
勢
の
入
浴
客

で
に
ぎ
わ
い
な
が
ら
、
わ
ず
か
六

年
で
営
業
を
終
え
た
幻
の
温
泉
「
札

幌
温
泉
」
を
紹
介
し
ま
す
。

の
春
に
は
、
当
時
の
円
山
三
丁
目

停
留
所
を
起
点
と
し
、
二
子
山
通

り
分
岐
路
ま
で
至
る
単
線
（
約
二

キ
ロ
）
の
運
行
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
温
泉
を
は
じ
め
分
譲
地

区
へ
の
交
通
は
季
節
を
問
わ
ず
快

適
な
も
の
と
な
り
、
札
幌
温
泉
は

市
内
各
所
か
ら
の
家
族
連
れ
や
職

場
の
同
僚
同
士
な
ど
、
多
く
の
市

民
で
に
ぎ
わ
う
憩
い
の
場
と
な
っ

た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
五
年
に
な
っ
て
、
電

車
の
変
電
所
が
焼
失
す
る
と
い
う

思
い
掛
け
な
い
事
故
が
起
こ
り
ま

し
た
。
こ
の
事
故
を
引
き
金
に
、

電
車
の
運
行
は
廃
止
さ
れ
、
さ
ら

に
定
山
渓
か
ら
の
送
湯
シ
ス
テ
ム

に
も
支
障
を
き
た
し
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
入
浴
客
は
激
減

し
て
し
ま
い
、
同
年
中
に
札
幌
温

泉
は
わ
ず
か
六
年
間
で
そ
の
栄
華

に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
と
な
り
、
ま

さ
に
幻
の
温
泉
と
な
り
ま
し
た
。

中央区

第８１回

歴
史
の
散
歩
道

洋館風の豪華な札幌温泉
（札幌市教育委員会文化資料室所蔵）

雪のある毎日を快適に過ごすために

皆さんへのお願い皆さんへのお願い
　市では交通の確保と安全な通行のために全力で除雪作業に取り組み
ます。しかし、限られた時間の中で効率良く除雪するためには、皆さ
んのご協力が欠かせません。

　　路上駐車はやめましょう
　除雪作業の時、最も困るのが路
上駐車です。たった１台の車のた
めに、作業が大幅に遅れたり、除
雪ができなかったりすることがあ
り、地域全体に迷惑をかけます。

　　道路に雪は出さない
　除雪された道路に雪を出すと、除雪の効果がなくなる
ほか、路面のわだちや凸凹ができ、交通障害や事故の原
因となるなど大変危険です。またロードヒーティングを
している所に、　一度に大量の雪を出すと、雪が溶けずに
交通の妨げになることがあります。

　除雪車が通った後、各家庭の玄関などに雪が残ります。
しかし、通勤・通学時間帯前の短い時間で広い地域を除
雪しなければならないため、この雪を処理するのは困難
です。除雪作業で間口に残った雪は、皆さんの手で処理
するようご協力をお願いします。

　　玄関前の除雪は皆さんで

　　深夜・早朝の作業にご理解を
　朝の通勤･通学の時間までに除雪を終わらせるために
は、深夜から早朝にかけて除雪作業をしなければなりま
せん。騒音や振動などでご迷惑を
かけることがありますので、ご理
解ください。


